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掲 示 夜

｢5-d一交換相互作用｣研究会について

｢8-d交換相互作用｣ をテ ーマとした短期研究会を､ 基所の本年度後期研究

計画 (5月 20日〆切､ 6月の研究部具合で審議)に申 し込 もうと考えておb

ます ｡

Resistanceminimu皿 に関する近藤理論が出てか ら二年にな bますが､

近藤理論の投 じた波紋はまだ静 まっておbません｡そのことは､最近の物性研

究の目次を見るだけで もわかbます し､国外でも､Abrikosov,Suhl,

schrieffer といった理論家たちが こ の間薩に首 を (あるいは全身 を)つつ

こんでいます O 今 のところ議論百出､との問題 をやっている理論家の数だけの

｢理論｣があるとtJlつた有様です ｡

近藤理論では､伝導電子 のlifetimeの逆数 に摂動の三次で 1ogariもbmic

singularityが出 ることが示されたわけですが､ この摂動計算を高次までつ

づけると､ つ ぎつ ぎに よお強い発散があらわれ､ このBeriesは低温で発散 し

て しまいます｡ このことは一体何 を意味するのか､低温では何が起 るのか､と

い う所で意見がわかれるわけです . わかれる意見 を私な旦=こ分類 してみますと:

(1)蹟動 seriesの足 の合せ方をうま くやれば救える｡ (水野 ･右)th

Abrikosov, Doniach)
-82-

I



61

掲示板

(2) locaユizedSpi三1と伝導電子 の間に､Cooperpairのような bound

Btateがで きる｡ qlocai F phase transition?(芳田 ･興地 ,近藤 ,

Sくつbrieffe三･)

(33 摂動はだめにな るが､で きるのは re云onancescan･eringで boulnd

Bもateではなho (Suhl,長岡)

といった所で しょうか ? これに加えてAndersonの ｢T-Oで SySte皿 は

singuletとなる｣ とい うconjecもureがあbます｡ a-amOdelの基礎 と

い うことも当然問題 とな Jhま しようO

各人てんでば らば らな ことを言っているようで もあ.りますが､それぞれの研

究が進むにつれて､議論はだんだん煮つ まって来ているようで もあbます｡ も

う三､四ケ月 もすれば､それぞれの立場か ら相当の成果が出ることも予想 され

ます ｡ そ うした所で､この間題に全身ひたった人か ら､高い所か らながめてい

る人まで集っていただいて, じつ (bそれ らの成果 を検討 しあ うことがで きれ

ます｡

これまでの研究会に比べ ると､相当 しぼ られたテ ーマですので､つつ こんだ

こまかい議論されることが予想されま1.開催の時期は研究の進み具合 とに らみ合

せ て決めなければな bませんが､夏の終 Bか ら年末 までの間のいつか､場所は

京都 とな bま しよう｡

物性研究その他の場所で発言された方については､誰が どこで何を考えてい

るか､私に も大体わか bますo Lか し,ほかにも ｢か くれた研究家｣がお られ'

るか も知れません し､また ｢専門家 ｣のほかに ｢素人 ｣に も出ていただいて新

鮮な 目で問題 を見なお していただ (必要 もあると思います｡ この問題に興味 を

もたれ ､ 研究会があるときには出てやって もhh と思われる方は､是非私 まで

お手薪 を下さい.-研究会についてのいろいろな注文 もお きかせ下さい｡研究会

が開かれる時には､あらためて参加者の公募はhた しません ｡ 私に知 b得た範

緒か ら出席 していただ く方を依頼いた したい と考えてお bます. よろ し(お願

いいた しますO

長 岡 洋 介
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